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   新年会 ( １月 20 日 ) で寄席を楽しみませんか

三
遊
亭
鬼
丸
さ
ん
の
落
語

 

上
田
染
谷
丘
高
校
出
身
の
真
打
ち

次期役員選考委員会が発足

 関東同窓会のホームページ  http://www.h5.dion.ne.jp/~uedakant/

新年おめでとうございます

　

来
年
の
総
会
を
も
っ
て
の
現
役
員
の
任
期
満
了
、

次
期
役
員
の
選
出
に
備
え
て
、
次
期
役
員
選
考
委
員

会
（
委
員
長
・
鷹
野
芳
機
副
会
長
）
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

 　

関
東
同
窓
会
の
今
後
の
い
っ
そ
う
の
発
展
を
期
す

た
め
、
そ
の
任
務
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
会
長
以
下

役
員
候
補
者
の
推
薦
を
、
会
員
の
皆
さ
ま
よ
り
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

推
薦
に
あ
た
っ
て
は
、応
募
役
員
名
、候
補
者
氏
名
、

卒
業
期
の
ほ
か
、
簡
単
に
推
薦
理
由
を
付
し
て
く
だ

さ
い
。
受
付
期
限
は
２
０
１
１
年
１
月
末
日
と
し
ま

す
。

　

こ
の
件
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
、
応
募
先
は
委
員

会
の
事
務
局
を
務
め
る
栗
山
正
雄
（
当
会
幹
事
長
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

関
東
同
窓
会
は
１
月
20
日
、
千
代
田
区
一
ツ
橋
の
日
本
教
育
会
館
で
恒
例
の
新

年
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
今
売
り
出
し
中
の
三
遊
亭

鬼
丸
さ
ん
の
落
語
で
す
。
多
数
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

鬼
丸
さ
ん
は
上
田
染
谷
丘
高

校
出
身
で
す
。
師
匠
は
三
遊
亭

圓
歌
。
大
ヒ
ッ
ト
し
た
「
山
の

あ
な
あ
な
あ
な
‥
‥
」（
授
業
中
）

の
元
歌
奴
と
言
っ
た
方
が
ピ
ン

と
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

97
年
に
入
門
し
た
と
き
の
芸

名
は
「
歌
ご
」
で
、
２
０
０
０

年
に
二
つ
目
に
昇
進
し
「
き

ん
歌
」
と
改
名
。
そ
し
て

２
０
１
０
年
秋
の
真
打
ち

昇
進
で
、
こ
の
恐
ろ
し
い
名

前
（
笑
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
テ
レ
ビ
の
「
笑
点
」

で
他
の
新
真
打
ち
４
人
と

と
も
に
襲
名
披
露
を
し
た

の
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
も

多
い
で
し
ょ
う
。

　

11
月
20
日
に
は
上
田
文

化
会
館
で
「
三
遊
亭
鬼
丸
真

打
昇
進
襲
名
披
露
公
演
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
約
５
０
０

席
の
会
場
は
満
員
。
古
典

落
語
の
「
猿
後
家
」
を
演
じ
、

大
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
多
く
の
方
の
参
加
で
、
に
ぎ

や
か
な
高
座
と
な
る
よ
う
家
族
ら
同
伴

者
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。
予
約
申
し

込
み
は
必
要
で
す
。
ま
た
、
鬼
丸
さ
ん

の
母
校
、
上
田
染
谷
丘
高
校
同
窓
会
東

京
支
部
に
も
同
校
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の

協
賛
参
加
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

【日時】１月 20 日（木）
　　　　落語　　午後６時半から
　　　　懇親会　午後７時半から

【場所】　千代田区一ツ橋 2-6-2
                  日本教育会館９階　喜山倶楽部

【会費】　5,000 円

　　　　   地下鉄神保町駅下車徒歩３−５分
　　　　　  （新宿線、半蔵門線、三田線）
　　　　   地下鉄竹橋駅下車徒歩５分（東西線）
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関
東
同
窓
会
の
第
49
回
総
会
・
懇
親

会
が
７
月
３
日
、
千
代
田
区
一
ツ
橋
の

如
水
会
館
で
開
か
れ
た
。
母
校
創
立

１
１
０
周
年
を
記
念
し
て
、
今
回
は
特

別
に
会
費
を
例
年
よ
り
２
０
０
０
円
安

く
し
た
効
果
も
あ
っ
て
か
、
昨
年
よ
り

約
40
人
多
い
２
２
５
人
が
参
加
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
独
立
行
政
法
人
・

海
洋
研
究
開
発
機
構
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

の
宮
澤
康
正
氏(

84
期)

が
「
私
た
ち

の
生
活
と
海
洋
の
思
わ
ぬ
つ
な
が
り
」

に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　

宮
澤
氏
は
最
近
の
地
球
温
暖
化
に
つ

い
て
、
現
代
は
「
氷
河
期
」
に
あ
り
な

が
ら
も
、
そ
の
中
で
温
暖
化
し
て
い
る

と
、
そ
の
特
異
性
を
指
摘
。
20
世
紀
か

ら
気
温
が
上
昇
し
て
お
り
、
た
っ
た

１
０
０
年
で
過
去
１
万
２
０
０
０
年
の

気
候
変
動
を
超
え
る
急
激
な
変
化
が
生

じ
て
い
る
と
警
告
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
打
楽
器
奏
者
の
窪
田

健
志
さ
ん(

99
期)

が
率
い
る「
く
ぼ
っ

た
打
楽
器
四
重
奏
団
」
よ
る
演
奏
が
披

露
さ
れ
た
。
マ
リ
ン
バ
、
太
鼓
、
シ
ロ

フ
ォ
ン
、
ビ
ブ
ラ
フ
ォ
ン
な
ど
打
楽
器

だ
け
の
演
奏
は
珍
し
く
、
参
加
者
は
そ

の
美
し
い
音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

最
後
の
締
め
は
、
い
つ
も
の
校
歌
斉

　

上
田
高
校
創
立
１
１
０ 

周

年
記
念
大
会
が
９
月
18
日
、

上
田
東
急
イ
ン
で
開
か
れ

た
。
参
加
者
は
４
０
０ 

人
を

超
え
る
大
盛
況
で
、
関
東
か

ら
も
多
数
の
同
窓
生
が
参
加

し
、
記
念
の
日
を
祝
っ
た
。

　

大
会
に
先
立
っ
て
本
部
同

窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
日

置
勇
二
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
母
校
室
内
楽
班
が

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
風

林
火
山
」
の
テ
ー
マ
曲
な
ど

５
曲
を
演
奏
し
た
。

　

記
念
大
会
で
は
、
関
哲
夫

校
長
が
母
校
の
現
状
に
つ
い

て
報
告
。
来
賓
を
代
表
し
て

関
東
同
窓
会
の
白
井
透
会
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
記
念
講

演
で
は
、
読
売
新
聞
の
俳
句

選
者
で
も
あ
る
俳
人
の
矢
島

渚
男
氏
（
本
名
薫
、
51 

期
）

が
「
母
校
の
想
い
出
と
俳
句

の
話
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

　

同
氏
は
高
校
時
代
に
生
徒

会
長
を
務
め
た
が
、
学
校
批

判
な
ど
が
原
因
で
３
年
生
の

時
に
東
京
の
高
校
に
転
校
。

大
学
卒
業
後
、
縁
あ
っ
て
17

年
間
、
上
田
高
校
で
社
会
の

教
師
を
務
め
た
経
験
が
あ

る
。

　

軽
妙
な
語
り
口
で
、
母
校

教
諭
時
代
に
持
ち
上
が
っ
た

上
田
高
校
の
移
転
話
に
１
人

反
対
し
た
話
な
ど
、
懐
か
し

い
思
い
出
を
披
露
し
た
。

母校創立 110 周年記念大会 矢島渚男氏（51期）が講演

宮
澤
氏
の
講
演
︑
窪
田
氏
の
演
奏

総
会
・
懇
親
会
に
２
２
５
人
参
加

唱
。
今
の
不
況
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な

元
気
の
い
い
歌
声
が
ホ
ー
ル
に
響
き
わ

た
っ
た
。

講演する矢島渚男氏
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秋
の
同
窓
会
コ
ン
ペ
は
、
昨
年

に
続
き
今
年
も
終
日
冷
た
い
雨
の

な
か
で
、
タ
フ
な
試
合
と
な
っ
た
。

　

10
月
28
日
、
場
所
は
取
手
国
際

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
（
茨
城
県
つ
く
ば

み
ら
い
市
）、
出
場
者
は
31
人
と
、

天
候
の
せ
い
も
あ
り
少
な
め
だ
っ

た
。

　

熱
戦
の
結
果
、
優
勝
の
栄
冠
は

林
長
人
さ
ん
（
65
期
）
が
３
回
目

の
挑
戦
で
見
事
獲
得
。
ス
コ
ア
は

ネ
ッ
ト
67
と
５
ア
ン
ダ
ー
の
好
成

績
だ
っ
た
。

　

準
優
勝
は
小
山
平
六
さ
ん(

62

期)

、３
位
は
田
澤
洋
さ
ん(

61
期)

、

ブ
ー
ビ
ー
は
鷹
野
芳
機
さ
ん(

60

期)

が
、
ベ
ス
グ
ロ
は
前
記
小
山
さ

ん
と
瀧
沢
政
視
さ
ん(

65
期)

が

86
で
分
け
合
っ
た
。

　

４
人
以
上
参
加
の
期
に
よ
る
対

抗
戦
は
、
62
期
（
５
人
）、
63
期

(

５
人)

、65
期(

７
人)

の
３
チ
ー

ム
で
争
わ
れ
た
結
果
、
０
・
16
ポ

イ
ン
ト
の
僅
差
で
62
期
が
65
期
を

振
り
切
り
２
度
目
の
優
勝
を
飾
っ

た
。

　

今
回
、
同
窓
会
か
ら
２
人
の
方

に
記
念
の
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
た
。

１
人
は
、
参
加
者
中
最
長
老
の
相

田
俊
一
さ
ん(

48
期)

で
「
功
労

賞
」
を
贈
呈
。
毎
回
遠
方
か
ら
参

加
し
て
コ
ン
ペ
を
物
心
と
も
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
、
あ
り
が
た

い
先
輩
だ
。
も
う
一
人
は
第
１
回

か
ら
一
度
も
休
ま
ず
15
回
参
加
し

て
い
る
宮
島
光
男
さ
ん(
55
期)
。

当
コ
ン
ペ
の
ス
タ
ー
ト
時
の
幹
事

も
務
め
た
宮
島
さ
ん
に
は
「
皆
勤

賞
」
が
贈
ら
れ
た
。

　

優
勝
し
た
林
さ
ん
の
一
言
。「
こ

の
コ
ン
ペ
は
３
回
目
で
、
こ
れ

ま
で
ス
コ
ア
が
悪
か
っ
た
の
で
ハ

ン
デ
ィ
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し

た
。
65
期
は
こ
の
中
で
は
若
手
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
先
輩
た
ち
に

負
け
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い
」

　

次
回
は
11
年
４
月
、
千
葉
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
川
間
コ
ー
ス
を
予

定
。

    

ゴ
ル
フ
同
好
会
幹
事

                             

上
原
昇(

65
期)

　

み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
、
95
期
卒
業

の
児
玉
光
史
と
申
し
ま
す
。
95
期
の
み
な

さ
ん
、
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。
み
な

さ
ん
は
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

私
の
実
家
は
武
石
村
の
小
さ
な
ア
ス
パ

ラ
農
家
で
す
。
昔
は
農
業
の
手
伝
い
も
嫌

で
嫌
で
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

東
京
で
生
活
を
し
て
い
る
と
、
実
家
が
農

家
の
あ
り
が
た
み
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
定
期
的
に
野
菜
を
段
ボ
ー
ル

で
送
っ
て
く
れ
ま
す
し
、
何
よ
り
も
、
将

来
、
食
べ
物
に
は
困
ら
な
い
わ
け
で
す
か

ら
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
先
祖
代
々
の
農
地

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
祖
父
が
亡
く
な
り
、
両
親
も
年

を
重
ね
農
作
業
が
大
変
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
と

い
え
ば
、
実
家
を
離
れ
て
の
ん
き
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
実
家
に
戻
ら
な
け
れ
ば
と

思
う
半
面
、
東
京
で
や
り
た
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
し
、
実
家
に
戻
っ
た
と
し
て
も
、

農
業
以
外
の
仕
事
も
新
し
く
始
め
る
必
要

あ
り
ま
す
か
ら
、
さ
て
、
ど
う
し
た
も
の

か
と
、
悩
ん
で
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
折
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
東

京
で
「
セ
ガ
レ
」
を
始
め
ま
し
た
。
セ
ガ

レ
は
、
東
京
で
働
く
農
家
の
息
子
（
セ
ガ

レ
）
や
娘
（
セ
ガ
ー
ル
）
が
、
週
末
に
実

家
の
野
菜
を
売
る
な
ど
「
親
孝
行
」
や
「
地

元
へ
の
恩
返
し
」
を
し
て
い
る
チ
ー
ム
で

す
。
ち
な
み
に
、
農
家
の
娘
を
、
セ
ガ
ー

ル
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

私
を
含
め
た
３
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た
セ

ガ
レ
は
、
３
年
間
で
１
０
０
人
を
超
え
る

大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
。
東
京
に
は
田
舎

出
身
者
が
多
く
、
み
ん
な
継
ぐ
か
継
が
な

い
か
、
本
当
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的

な
活
動
は
、
週
末
に
自
由
が
丘
な
ど
で
野

菜
を
販
売
す
る
他
は
、
東
京
で
参
加
者
を

募
っ
て
武
石
村
に
田
植
え
や
稲
刈
り
の
バ

ス
ツ
ア
ー
を
や
っ
た
り
、
東
御
市
の
永
井

農
場
さ
ん
に
見
学
に
行
っ
た
り
と
、
東
京

に
い
る
農
家
の
セ
ガ
レ
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
こ
と
が
あ
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
の
同
期
（
95
期
）
で
農
業
を

や
っ
て
い
る
２
人
と
会
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
１
人
は
、
７
組
の
白
倉
君
。
彼

は
北
御
牧
村
で
八
重
原
米
を
作
っ
て
い
ま

す
。
も
う
１
人
は
、
２
組
の
前
島
さ
ん
。

彼
女
は
塩
田
の
出
身
で
す
が
、
今
年
、
筑

波
の
農
業
者
大
学
校
を
卒
業
し
、
現
在
は

茨
城
の
産
直
市
場
で
修
業
中
で
す
。

　

今
は
、
地
元
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
実
家
や
地
元
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
こ
に
い

よ
う
が
、
地
元
に
戻
ろ
う
が
、
ち
ょ
っ
と

で
も
地
元
に
役
に
立
つ
こ
と
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
連
絡
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

メ
ー
ル
：m

itsushi@
segare.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
　

児
玉
光
史
（
95
期
）

﹁
セ
ガ
レ
﹂
か
ら
の
手
紙

実
家
の
農
業
を
支
援
し
ま
せ
ん
か

林長人氏（65期）が優勝 秋のコンペ

三井住友海上きらめき生命保険株式会社
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台
北
の
桃
園
国
際
空
港
か
ら
バ
ス

で
高
速
道
路
を
南
に
約
２
時
間
。
目

指
す
学
校
は
小
高
い
山
並
み
に
囲
ま
れ

た
盆
地
の
中
に
あ
っ
た
。
国
立
苗
栗
高

級
中
学
校
（
高
校
）。
上
田
高
校
９
期

（
１
９
１
０
年
卒
）
の
金
井
勝
先
生
が

初
代
校
長
（
１
９
４
１
～
４
６
）
を
務

め
た
ゆ
か
り
の
深
い
学
校
だ
。
５
月
に

は
同
校
の
先
生
と
生
徒
28
人
が
上
田
高

校
を
訪
問
し
、
交
流
会
を
開
い
て
い
る

（
８
ペ
ー
ジ
の
記
事
参
照
）。

　

今
回
の
訪
問
は
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か

ら
実
現
し
た
。
62
期
は
こ
の
と
こ
ろ
毎

年
、
旅
行
業
を
営
む
秋
田
勇
君
の
企
画

で
親
睦
旅
行
を
行
い
、
昨
年
は
中
国
の

大
連
を
訪
問
。
今
年
は
台
湾
に
行
く
こ

と
に
な
り
、「
そ
れ
な
ら
ぜ
ひ
苗
栗
高

級
中
学
も
訪
問
し
よ
う
」
と
な
っ
た
。

　

参
加
者
は
夫
人
３
人
を
含
む
15
人
。

学
校
に
着
く
と
、
校
長
先
生
は
じ
め
職

員
、
生
徒
が
校
門
前
で
出
迎
え
、
わ
れ

わ
れ
一
行
を
大
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
会

議
室
で
開
か
れ
た
交
流
会
で
は
、
岩
井

重
一
君
が
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。
上
田

高
校
の
関
校
長
か
ら
預
か
っ
た
親
書
を

手
渡
す
と
と
も
に
、
記
念
品
の
「
上
田

獅
子
」
の
木
彫
り
を
贈
呈
し
た
。

一
行
は
こ
の
後
、
講
堂
で
生
徒

た
ち
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
と
マ

ジ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

　

２
日
目
は
、
台
中
か
ら
台
湾

新
幹
線
と
バ
ス
で
南
部
の
都
市

高
雄
へ
。
台
北
と
高
雄
を
１
時

間
20
分
で
結
ぶ
こ
の
新
幹
線
は

日
本
の
技
術
支
援
で
３
年
前
に

開
通
し
た
。
日
本
の
車
両
と
ほ

ぼ
同
じ
で
、
乗
り
心
地
も
よ
い
。

市
中
心
部
か
ら
離
れ
た
場
所
に

新
設
さ
れ
た
駅
は
、
ま
る
で
空

港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
よ
う
な
感

じ
。
だ
が
、
添
乗
員
の
説
明
に

よ
る
と
、乗
車
率
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、

毎
年
赤
字
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

翌
日
は
再
び
新
幹
線
で
台
北
へ
戻

り
、
市
内
観
光
。
中
国
歴
代
王
朝
の
装

飾
品
な
ど
65
万
点
以
上
を
収
蔵
す
る
故

宮
博
物
館
、
故
蒋
介
石
総
統
の
業
績
を

称
え
る
「
中
正
記
念
堂
」
な
ど
を
見
学

し
た
。

　

名
所
観
光
の
ほ
か
、
台
湾
料
理
、
中

国
料
理
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
っ
た
３
泊
４

日
の
旅
。
帰
り
の
飛
行
機
に
搭
乗
す
る

こ
ろ
は
、
か
な
り
疲
れ
の
色
も
見
え
始

め
た
が
、
み
ん
な
満
足
そ
う
な
顔
だ
っ

た
。　
　
　
　
　
　

真
山
隆
夫（
62
期
）

　

第
６
回
64
期
会
（
武
士
の
会
）

が
10
月
16
日
夕
、
上
田
市
の 

「
さ

さ
や
」で
開
催
さ
れ
、40
人
が
参
加
。

昼
間
、
丸
子
グ
ラ
ン
ビ
ィ
リ
オ
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
行
わ
れ
た
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
は
20

人
が
参
加
し
た
。

　

当
番
の
４
組
の
長
沢
知
熊
君
ら
が
司
会
、

進
行
を
務
め
、
井
出
先
生
の
乾
杯
で
始
ま

り
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
成
績
発
表
、
各
ク

ラ
ス
ご
と
全
員
が
近
況
報
告
を
し
た
。

　

最
後
は
７
組
の
相
馬
仁
君
の
指
揮
で
校

歌
な
ど
を
斉
唱
、
来
年
度
幹
事
の
３
組
の

北
村
修
一
君
か
ら
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

　

ク
ラ
ス
対
抗
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
６
組
８

組
合
同
チ
ー
ム
が
優
勝
、
２
組
Ａ
が
準
優

勝
。
個
人
優
勝
、
ベ
ス
グ
ロ
賞
は
宮
之
上

洋
一
君
、
準
優
勝
は
宮
原
俊
雄
君
だ
っ
た
。

　

今
年
は
64
期
中
山
道
の
旅
と
日
程
が
重

な
り
、
世
話
人
の
清
水
計
枝
さ
ん
ほ
か
６

人
が
参
加
、
16
日
に
木
曽
路
の
奈
良
井
宿

で
１
泊
、
宮
ノ
越
宿
ま
で
歩
い
た
。

　

今
年
７
月
の
関
東
同
窓
会
総
会
は
64
期

が
筆
頭
当
番
期
で
、
実
行
委
員
長
を
出
し

ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。　
　
　

石
井
則
男（
64
期
）

７
月
の
総
会
は
筆
頭
当
番
期
で
す

64
期
の
皆
さ
ん  

集
合
し
ま
し
ょ
う

台
湾
の
苗
栗
高
校
を
訪
問

62
期
が
親
睦
旅
行
︑
大
歓
迎
受
け
る
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昨
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
気
象
キ
ャ
ス

タ
ー
で
あ
る
関
嶋
梢
さ
ん
が
母
校

天
文
班
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
当
Ｏ
Ｂ
会
で
は
「
来
年
こ

そ
彼
女
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
幹
事
長
は
交
渉
せ
よ
！
」
と
の

決
議
が
な
さ
れ
た
。
あ
ま
に
も
有
名

で
多
忙
を
極
め
る
人
な
の
で
、
恐
る

恐
る
お
誘
い
し
た
。

　
「
案
ず
る
よ
り
産
む
が
や
す
し
」

で
、
快
く
参
加
を
承
諾
し
て
く
れ
た

上
に
、
同
世
代
の
天
文
班
Ｏ
Ｂ
２
人

も
誘
っ
て
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
今
回
は
総

勢
22
人
も
の
参
加
者
が
得
ら
れ
た
。

予
定
し
た
会
場
で
は
狭
く
な
っ
て
し
ま

い
、急
き
ょ
隣
の
「
浜
の
母
や
銀
座
店
」

に
会
場
を
変
更
し
て
８
月
29
日
に
開
催

し
た
。

　

最
初
、
中
島
宏
氏
（
化
学
班
）
に 

小
講
演
「
中
国
概
観
」
を
行
な
っ
て
い

た
だ
い
た
。
さ
す
が
に
元
共
同
通
信
社

北
京
支
局
長
で
あ
る
。
建
国
60
年
の
歴

史
と
最
近
の
諸
問
題
の
概
観
を
分
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

　

次
に
、
初
参
加
者
７
人
を
中
心
に
自

己
紹
介
を
行
い
、
懇
親
会
に
移
っ
た
。

今
回
も
、
学
位
を
有
す
る
者
７
人
（
５

分
野
）
が
参
加
し
て
い
た
の
で
、
高
度

で
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
異
業
種
交
流

が
で
き
、
年
齢
差
46
歳
を
も
の
と
も
せ

ず
、
和
気
あ
い
あ
い
実
に
有
意
義
で
楽

し
い
一
夜
で
あ
っ
た
。

　

参
加
者
は
恩
師
の
清
水
周
先
生
（
47

期
）
を
は
じ
め
、
化
学
班
の
中
島
宏

（
51
）
大
塚
教
夫
（
53
）
河
原
田
和

夫
（
55
）
児
玉
三
明
（
56
）
宮
原
廸

雄
（
57
）
高
橋
福
幸
（
58
）
矢
嶋
瑞

夫
（
58
）
萩
原
清
人
（
59
）
古
平
明
尚

（
82
）
清
水
文
彰
（
82
）、
物
理
班
の
丸

山
瑛
一
（
51
）
中
澤
晃
（
56
）
濱
村
邦

夫
（
56
）、
天
文
班
の
吉
澤
壮
夫
（
53
）

成
沢
広
行
（
64
）
滝
沢
裕
雄
（
82
）
廉

澤
誠
司
（
93
）
関
嶋
梢
（
93
）
竹
内
雅

典
（
93
）、生
物
班
の
堀
内
忠
久
（
53
）、

電
気
班
の
石
井
則
男
（
64
）
の
各
氏
。

電
気
班
は
今
回
が
初
参
加
で
、
残
る
は

写
真
班
だ
け
で
あ
る
。

　

中
山
道
の
旅
は
、
10
月
で
13
回
を
数

え
、
参
加
者
も
実
人
員
14
人
、
延
べ
84

人
に
な
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
、
に
ぎ

や
か
に
な
り
、
楽
し
い
歩
き
旅
で
す
。

第
10
回
は
、
御
柱
祭
が
終
わ
っ
て
静
か

に
な
っ
た
５
月
29
日
。
長
久
保
宿
の
落

合
橋
で
バ
ス
を
降
り
、
和
田
宿
ま
で
歩

く
。
沿
道
の
バ
ス
停
は
か
や
ぶ
き
屋
根

で
街
道
情
緒
た
っ
ぷ
り
。

　

和
田
宿
は
幕
末
の
大
火
で
焼
失
し
た

が
、
和
宮
降
嫁
を
受
け
て
再
建
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
、
本
陣
、
旅
籠
屋
な
ど
昔

の
宿
場
が
今
に
残
る
。

　

旧
旅
籠
屋
だ
っ
た
本
亭
旅
館
に
泊

り
、
早
朝
、
中
山
道
一
の
難
所
と
い
わ

れ
た
和
田
峠
に
向
か
う
。
和
田
峠
頂
上

へ
の
道
は
険
し
い
け
れ
ど
良
く
整
備
さ

れ
て
い
て
、
石
畳
み
の
道
を
歩
き
、
永

代
人
馬
施
行
所
、
東
餅
屋
で
休
み
、
標

高
１
６
０
０
㍍
の
頂
上
に
着
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
下
諏
訪
宿
ま
で
の
下
り

道
が
悪
路
で
大
変
だ
っ
た
。
下
社
春
宮

に
た
ど
り
つ
き
、
万
治
の
石
仏
の
周
り

を
３
回
ま
わ
っ
て
一
息
入
れ
た
。
下
諏

訪
宿
本
陣
は
京
風
数
寄
屋
造
り
の
客
殿

と
庭
園
が
往
時
の
ま
ま
に
維
持
さ
れ
、

公
開
さ
れ
て
い
る
の
が
す
ば
ら
し
い
。

そ
し
て
、
疲
れ
た
わ
れ
わ
れ
を
秋
宮
の

真
新
し
い
御
柱
が
迎
え
て
く
れ
た
。

　

第
11
回
は
、
下
諏
訪
か
ら
塩
尻
峠
を

越
え
て
塩
尻
宿
ま
で
。
塩
尻
峠
の
上
の

展
望
台
か
ら
は
、
あ
い
に
く
富
士
山
は

見
え
な
か
っ
た
が
、
諏
訪
湖
が
眼
下
に

広
が
り
、
雲
の
切
れ
間
に
八
个
岳
が
見

え
、
す
ば
ら
し
い
景
観
だ
っ
た
。

　

第
12
回
は
、
８
月
29
日
、
セ
氏
34
度

の
炎
天
下
を
、
塩
尻
駅
か
ら
桔
梗
が
原

の
ブ
ド
ウ
畑
の
中
の
道
を
た
ど
り
、
洗

馬
宿
へ
。
義
仲
の
馬
を
洗
っ
た
と
い
う

清
水
で
手
を
洗
い
、
の
ど
を
潤
し
、
一

路
、
中
山
道
を
歩
き
、
本
山
宿
に
着

く
。
本
山
は
そ
ば
切
り
発
祥
の
地
と
の

こ
と
。
そ
ば
づ
く
し
の
宿
場
御
膳
に
大

満
足
だ
っ
た
。

　

第
13
回
は
、
10
月
16
日
、
贄
川
駅
か

ら
、
木
曽
路
北
端
の
贄
川
宿
へ
。
尾
張

藩
の
番
所
で
、
女
改
め
と
木
曽
木
材
の

密
移
出
を
取
締
っ
た
と
い
う
贄
川
関
所

が
復
元
さ
れ
て
い
る
。

　

漆
器
の
里
、
平
沢
を
通
り
奈
良
井
宿

へ
。
か
つ
て
、
奈
良
井
千
軒
、
と
呼
ば

れ
栄
え
た
街
並
み
が
今
も
残
る
。

　

弥
次
喜
多
も
泊
っ
た
と
い
う
旅
籠

「
ゑ
ち
ご
や
」
に
泊
り
、
翌
日
、
鳥
居

峠
を
熊
よ
け
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
難
な

く
越
え
て
薮
原
宿
へ
。

　

薮
原
宿
で
は
「
お
六
櫛
」
の
効
能
を

聞
か
さ
れ
、
買
い
求
め
る
。

　

次
の
宮
ノ
越
宿
入
口
ま
で
の
道
は
、

旧
中
山
道
が
国
道
に
吸
収
さ
れ
、
大
型

車
が
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
走
る
の
で
最
悪
の

歩
き
道
だ
っ
た
。
宮
ノ
越
は
木
曽
義
仲

挙
兵
の
地
。
義
仲
館
が
建
て
ら
れ
、
入

口
に
は
義
仲
と
巴
の
像
が
並
ん
で
い

た
。　
　
　
　
　
　

清
水
計
枝（
64
期
）

　

次
回
は
２
０
１
１
年
８
月
末
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。
案
内
状
を
送
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
の
班
に
多
少
で
も
加
入

し
た
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　
　

yoshiyuki-taka@
m

te.biglobe.ne.jp  

電
話  046-285-1086

　
　
　
　

幹
事
長　

高
橋
福
幸（
58
期
）

中
山
道
69
次
を
歩
く
︵
４
︶

長
久
保
宿
か
ら
宮
ノ
越
宿
ま
で

理
科
系
班
Ｏ
Ｂ
会
に
22
人
参
加

Ｎ
Ｈ
Ｋ
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー  

関
嶋
梢
さ
ん
も

奈良井宿
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上田高校NOW

勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　

準
決
勝
は
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
の
予
選
50

位
の
選
手
で
圧
勝
。
決
勝
は
や
は
り
ア

ジ
ア
・
グ
ラ
ン
プ
リ
代
表
で
、ア
ー
チ
ェ

リ
ー
名
門
校
の
選
手
。
応
援
団
の
パ

ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
野
県

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
団
の
即
席
な
が
ら

も
心
の
こ
も
っ
た
応
援
の
後
押
し
の
お

か
げ
で
、
臆お
く

す
る
こ
と
な
く
戦
い
、
優

勝
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
顧
問
と
い
っ
て
も
健
康
面
で

の
サ
ポ
ー
ト
の
み
で
、
技
術
指
導
は
で

き
ま
せ
ん
。
相
談
す
る
コ
ー
チ
も
い
な

し
た
得
点
を
重
ね
、
３
位
で
予
選
を
通

過
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

は
、
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
か
ら
、
１
回
戦
の
相

手
は
予
選
62
位
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
２
点
差
の
辛
勝
。
２
回
戦
も
前
半

ま
で
は
同
点
と
厳
し
い
戦
い
で
し
た

が
、
後
半
相
手
の
ミ
ス
に
救
わ
れ
、
３

回
戦
か
ら
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
吹
っ
切

れ
て
、
100
点
超
え
の
点
数
を
出
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

準
々
決
勝
の
相
手
は
５
月
の
選
考
会

で
敗
れ
た
ア
ジ
ア
・
グ
ラ
ン
プ
リ
代
表

選
手
で
、
１
回
戦
か
ら
安
定
し
て
100
点

台
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
が
勝
負

ど
こ
ろ
、
こ
れ
を
乗
り
切
れ
ば
優
勝
で

き
る
と
励
ま
し
、
な
ん
と
か
４
点
差
で

　

３
度
目
の
全
国
総
体
。
昨
年
は
日
本

代
表
と
し
て
世
界
も
経
験
し
て
お
り
、

上
位
入
賞
は
当
た
り
前
。
そ
ん
な
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
、
林
は
初

め
て
コ
ー
チ
を
伴
わ
ず
、「
美
ら
島
沖

縄
総
体
」
に
臨
み
ま
し
た
。
会
場
は
宜

野
湾
海
浜
公
園
多
目
的
広
場
、
ビ
ー
チ

が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
湿
気
の
多
い
海

風
が
常
に
吹
い
て
い
る
。
観
衆
に
は
心

地
よ
い
風
も
、
競
技
者
に
は
重
た
い
、

い
や
な
風
に
思
え
た
よ
う
で
す
。

　

第
１
日
目
予
選
ラ
ウ
ン
ド
は
、
試
合

前
の
練
習
時
、
激
し
い
ス
コ
ー
ル
で
中

断
。
亜
熱
帯
気
候
を
思
い
知
ら
さ
れ
、

重
た
い
空
気
の
中
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
林
に
は

「
沖
縄
の
風
は
読
み
や
す
か
っ
た
」
と

の
こ
と
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
安
定

林
美
月
さ
ん
が
全
国
優
勝

沖
縄
総
体 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
女
子
個
人

い
中
、
自
身
の
判
断
で
風
を
読
ん
で
考

え
、
最
後
ま
で
１
射
１
射
集
中
し
て
競

技
し
た
林
に
、
大
き
な
成
長
を
感
じ
た

沖
縄
総
体
で
し
た
。

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
同
好
会
顧
問

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
島
淳
子（
75
期
）

　

室
内
楽
班
は
弦
楽
器
だ
け
で
活
動
し

て
い
る
50
人
ほ
ど
の
団
体
で
す
。
歴
史

も
浅
く
班
員
の
ほ
と
ん
ど
が
初
心
者

で
、
楽
器
や
練
習
場
所
に
も
恵
ま
れ
ま

せ
ん
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
ご
支
援

に
支
え
ら
れ
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

厳
し
い
環
境
下
で
す
が
、
練
習
で
は
知

恵
を
絞
っ
て
工
夫
を
重
ね
、
講
習
会
や

他
校
と
の
合
同
練
習
な
ど
で
確
実
に
力

を
付
け
て
き
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
日
本
青
年
館(
東

京)

で
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
選
抜

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
フ
ェ
ス
タ
に
長
野
県
代

表
と
し
て
参
加
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
高
校
生
と
交
流
し
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
好
評
を
い
た
だ
き
、
県
外
か
ら

見
学
者
が
訪
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
、
生

徒
と
も
ど
も
大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

(

８
月
宮
崎)

に
は
、
県
選
抜
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ(

８
校
60
人)

と
し
て
出
場
し

ま
し
た
が
、
本
校
か
ら
は
10
人
が
メ
ン

バ
ー
に
選
ば
れ
、
私
も
指
揮
者
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

写
真
は
第
13
回
定
期
演
奏
会(

３

月)

の
１
コ
マ
で
す
。
吹
奏
楽
班
の
力

を
借
り
て
ビ
ゼ
ー
の
交
響
曲
第
１
番
な

ど
を
演
奏
し
ま
し
た
。
次
の
定
期
演
奏

会
で
は
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
交
響
曲
第

８
番
「
未
完
成
」、
シ
ベ
リ
ウ
ス
の
交

響
詩
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
」、
ヘ
ン

デ
ル
の
合
奏
協
奏
曲
第
12
番
な
ど
を
演

奏
す
る
予
定
で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で

す
が
、
生
徒
の
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

室
内
楽
班
の
他
に
、
コ
ン
ク
ー
ル
や

演
奏
会
で
大
活
躍
の
吹
奏
楽
班
や
、
少

人
数
な
が
ら
良
い
雰
囲
気
で
地
道
に
練

習
を
重
ね
て
い
る
混
声
合
唱
班
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
持
ち
味
を
出
し
な

が
ら
活
発
に
活
動
を
続
け
て
い
る
音
楽

関
係
班
で
す
が
、
両
班
と
も
ど
も
、
ご

支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

    

音
楽
科
教
諭
・
室
内
楽
班
顧
問　

                            

長
谷
川
和
生(

64
期)

着
実
に
力
つ
け
る
室
内
楽
班

高
校
選
抜
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
祭
に
出
演

　

３
度
目
の
高
校
総
体
で
念
願
の
優
勝

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
多
く

の
方
々
の
応
援
と
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
林
美
月
さ
ん
の
話

上田文化会館で開かれた第 13 回定期演奏会（３月 28 日）

優勝を喜ぶ林美月さん（左）と矢島顧問



うえだ　81 号　 P7

　

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班
は
、
今
年
創

部
６
年
目
で
念
願
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
初

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
沖
縄
県
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
の
沖
縄
だ
け

に
と
て
も
蒸
し
暑
く
、
少
し
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
た
だ
け
で
も
体
中
か
ら
汗
が
流

れ
出
る
ほ
ど
で
し
た
。
ま
た
、
試
合
時

間
も
今
ま
で
出
場
し
て
き
た
大
会
よ
り

長
く
、
体
力
的
に
か
な
り
き
つ
い
試
合

に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
田
高
校
は
１
回
戦
は
シ
ー
ド
さ

れ
、
２
回
戦
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
、
対
戦
校
は
今
大
会
で
も
ベ
ス
ト
８

ま
で
進
出
し
た
強
豪
校
・
埼
玉
栄
高
校

で
し
た
。
同
校
と
は
遠
征
で
練
習
試
合

を
し
た
こ
と
も
あ
り
、
相
手
の
強
さ
も

十
分
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ひ
る
む

こ
と
な
く
試
合
開
始
か
ら
果
敢
に
攻
め

続
け
ま
し
た
。
先
取
点
を
奪
っ
た
こ
と

で
試
合
の
流
れ
を
つ
か
み
、
序
盤
は
上

田
優
勢
の
試
合
展
開
で
し
た
。
そ
の
後

も
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
相
手
を
苦
し
め
続

け
ま
し
た
が
、
逆
転
さ
れ
て
か
ら
は
連

続
で
点
数
を
取
ら
れ
て
し
ま
い
、
そ
の

点
差
を
詰
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
結
果
は
残
念
な
が
ら
負
け
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
試
合
を
し
て
い
る
先

輩
方
や
先
生
は
も
ち
ろ
ん
、
ベ
ン
チ
や

遠
い
沖
縄
ま
で
応
援
に
来
て
く
だ
さ
っ

た
保
護
者
の
方
々
も
一
丸
と
な
っ
て
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

３
年
生
の
先
輩
方
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

に
注
ぐ
３
年
間
の
思
い
を
こ
の
試
合
で

す
べ
て
出
し
切
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し

た
。
班
員
が
少
な
い
の
で
、
１
人
１
人

の
負
担
が
大
き
く
て
、
け
が
す
る
人
も

多
く
苦
労
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た

が
、
先
輩
方
は
練
習
で
も
試
合
で
も
真

剣
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
プ
レ
ー
に
関
し
て
気
に

な
っ
た
点
を
全
員
で
話
し
合
え
る
良
い

環
境
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
１
、２
年
生
は
先
輩
方
の
努

力
や
苦
労
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
の
上
田
の
試
合
や
数
々
の

レ
ベ
ル
が
高
い
試
合
を
見
て
「
私
た
ち

も
来
年
出
場
し
た
い
！
」
と
強
く
思
い

ま
し
た
。
現
在
は
、
来
年
行
わ
れ
る
岩

手
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
男
女
一
丸

と
な
っ
て
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

女
子
キ
ャ
プ
テ
ン　

原
田
紗
也
子

　

高
校
総
体
予
選
の
決
勝
は
長
野
商
業

と
の
対
戦
と
な
っ
た
。
先
鋒
戦
を
延
長

で
制
し
な
が
ら
、
中
堅
戦
を
終
わ
っ
た

時
点
で
逆
転
を
許
し
て
い
た
。
副
将
が

面
を
奪
い
、勝
者
数
は
追
い
つ
い
た
が
、

取
得
本
数
で
１
本
差
。
勝
た
な
け
れ
ば

再
逆
転
で
き
な
い
状
況
の
中
で
、
大
将

は
攻
め
続
け
、「
出
端
小
手
」を
決
め
る
。

試
合
終
了
の
笛
が
鳴
り
、
実
に
23
年
ぶ

り
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
が
決
ま
っ

た
。
勝
者
３
人
は
い
ず
れ
も
３
年
生
。

最
後
の
「
全
国
へ
の
挑
戦
」
で
あ
っ
た
。

　

県
大
会
後
に
行
わ
れ
た
北
信
越
大
会

で
も
３
位
に
入
賞
し
、
心
技
と
も
充
実

し
た
状
態
で
沖
縄
へ
と
向
か
っ
た
。
高

体
連
指
定
に
よ
り
、
８
月
１
日
か
ら
７

日
ま
で
の
滞
在
と
な
っ
た
。

　

８
月
３
日
開
会
式
。
華
や
か
な
中
に

も
静
か
に
漂
う
闘
志
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
く
る
。
そ
の
空
気
に
押
し
つ
ぶ

さ
れ
そ
う
に
も
な
っ
た
。

　

翌
日
は
個
人
戦
。
県
予
選
で
２
位
に

な
っ
た
３
年
で
班
長
の
下
形
が
出
場
し

た
。
１
、２
回
戦
を
勝
ち
上
が
り
、
あ

と
１
つ
勝
て
ば
長
野
県
の
男
子
個
人
の

記
録
（
本
校
Ｏ
Ｂ
が
持
つ
16
強
）
に
並

ぶ
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
た
も
の
の

延
長
の
末
惜
敗
。
快
挙
は
な
ら
な
か
っ

た
。
が
、
上
田
高
校
と
し
て
ま
ず
は
全

国
大
会
で
の
勝
利
を
収
め
た
。

　

８
月
５
日
団
体
戦
。
前
日
に
行
わ
れ

た
女
子
団
体
戦
で
は
長
野
県
代
表
が
敗

退
。
長
野
県
の
期
待
も
か
か
る
試
合
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
全
国
の
壁
は
想
像

以
上
に
厚
い
。
全
国
区
の
強
豪
校
、
兵

庫
育
英
高
校
に
は
完
敗
し
た
。そ
の
後
、

育
英
は
リ
ー
グ
戦
で
２
連
勝
し
、
こ
の

時
点
で
本
校
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進

出
は
な
く
な
っ
た
。

　

福
島
県
湯
本
高
校
戦
。
３
年
生
に

と
っ
て
は
現
役
最
後
の
公
式
戦
。
本
当

に
こ
れ
で
こ
の
子
た
ち
と
一
緒
に
戦
う

こ
と
は
な
く
な
る
。
込
み
上
げ
て
く
る

も
の
が
あ
っ
た
。
が
、
生
徒
の
集
中
力

は
け
た
外
れ
だ
っ
た
。
副
将
戦
で
決
着

を
つ
け
、
リ
ー
グ
敗
退
な
が
ら
も
全
国

で
勝
つ
と
い
う
最
高
の
幕
引
き
を
成
し

遂
げ
た
。
間
違
い
な
く
沖
縄
の
記
憶
は

永
遠
と
な
る
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
関
東
同
窓

会
の
諸
先
輩
に
は
物
心
両
面
で
の
ご
援

助
を
い
た
だ
き
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　

剣
道
班
顧
問　

神
津
純（
77
期
）

念
願
の
高
校
総
体
初
出
場

創
部
６
年　

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
班

剣
道
班
は
23
年
ぶ
り
の
出
場

個
人
戦　

16
強
に
あ
と
一
歩
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５
月
27
日
に
、
台
湾
国
立
苗み
ょ
う
り栗
高
級

中
学
校
の
生
徒
26
人
と
職
員
２
人
が
本

校
を
訪
れ
、
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
会
に
は
、
受
け
入
れ
の
経

緯
に
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。

  

昨
年
11
月
ご
ろ
、
長
野
県
学
習
旅
行

誘
致
推
進
協
議
会
に
苗
栗
高
級
中
学
の

何か

校
長
先
生
か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。「
本
校
初
代
学
校
長
の
金
井
勝
先

生
が
長
野
県
の
出
身
と
聞
い

て
い
る
。
是
非
先
生
の
卒
業

し
た
高
校
を
訪
問
し
交
流
を

深
め
た
い
の
で
、
先
生
の
母

校
を
捜
し
て
欲
し
い
」。

　

協
議
会
が
日
本
に
あ
る「
台

湾
の
文
化
代
表
処
」
や
県
内

の
高
校
に
問
い
合
わ
せ
た
結

果
、
本
校
の
卒
業
生
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
、
今
回
の
訪

問
が
実
現
し
ま
し
た
。
ご
家

族
に
よ
る
と
、
金
井
先
生
は

上
田
中
学
を
明
治
43
年
に
卒

　

昨
年
10
月
初
旬
、
同
窓
の
方
よ
り
お

電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
上
田
高

校
初
代
学
校
長
の
宮
本
右
次
先
生
の
ご

生
家
が
取
り
壊
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
残

さ
れ
て
い
た
肖
像
画
を
預
か
っ
て
い
ま

す
。
宮
本
先
生
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
学
校
で
保
管
し
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
の
内
容
で
し
た
。
数

週
間
後
、
お
宅
を
訪
れ
肖

像
画
を
お
預
か
り
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
額
は
古
く

壊
れ
そ
う
な
状
態
で
し
た

が
、
肖
像
画
は
大
変
立
派

な
も
の
で
し
た
。
帰
校
し

て
、
同
窓
会
館
の
資
料
室

に
保
管
し
て
あ
る
宮
本
先

生
の
お
写
真
と
照
合
し
た

と
こ
ろ
、
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
額

の
裏
に
は
宮
本
先

生
の
直
筆
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
肖
像

画
を
贈
ら
れ
た
経

緯
に
関
す
る
簡
単

な
記
載
が
あ
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、「
長
野

県
上
田
高
等
学
校

誌
」
に
よ
る
と
宮
本
校
長
は
、
明
治

33
年
か
ら
大
正
５
年
ま
で
学
校
長
を
務

め
、
常
に
校
運
の
発
展
を
図
り
、
陣
頭

指
揮
を
と
っ
て
き
た
と
あ
り
ま
す
。
大

正
３
年
に
突
然
の
脳
溢
血
で
倒
れ
ま
し

た
が
、
静
養
の
甲
斐
あ
り
、
校
務
を
務

め
る
と
こ
ろ
ま
で
回
復
。
そ
の
後
再
発

し
た
の
を
機
に
退
職
願
を
出
さ
れ
た
と

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
肖
像
画
に
つ
い
て
も
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。
大
正

５
年
１
月
14
日
、
上
田
中
学
校
で
は
宮

本
校
長
の
辞
任
並
び
に
新
校
長
就
任
披

露
式
を
挙
行
し
た
。
こ
の
式
に
上
田
中

学
校
卒
業
者
校
友
会
で
は
、
瀧
澤
助
右

衛
門
及
び
黒
沢
利
重
が
総
代
と
し
て
臨

席
し
、
一
場
の
挨
拶
を
し
て
、
宮
本
校

長
に
油
絵
の
肖
像
画
と
記
念
品
目
録
を

母
校
に
戻
っ
て
き
た
肖
像
画

贈
呈
し
た
。
４
月
17
日
、宮
入
傳
兵
衛
、

瀧
澤
助
右
衛
門
の
両
名
が
慰
労
金
募
集

幹
事
総
代
と
し
て
宮
本
右
次
先
生
宅
を

訪
れ
、
記
念
品
を
贈
呈
し
た
と
あ
り
ま

す
。
な
お
、
肖
像
画
は
美
術
学
校
を
特

待
生
で
卒
業
し
た
中
村
彌
藤
治
（
８
回

卒
業
生
）
が
無
償
で
揮
毫
し
た
と
の
記

述
も
あ
り
ま
す
。こ
の
２
年
４
カ
月
後
、

宮
本
先
生
は
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
よ
う
で

す
。

業
さ
れ
た
後
、台
湾
で
教
職
に
就
か
れ
、

最
後
は「
苗
栗
高
級
中
学
」の
前
身「
苗

栗
家
政
女
学
校
」
の
初
代
学
校
長
を
昭

和
16
年
か
ら
21
年
ま
で
務
め
、
退
職
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
日
は
、
生
徒
会
役
員
や
英
語
班
の

生
徒
が
中
心
と
な
り
運
営
を
行
い
、
金

井
先
生
の
ご
家
族
と
の
交
流
、
室
内
楽

班
に
よ
る
歓
迎
の
演
奏
や
体
験
授
業
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、
大
変
有

意
義
な
交
流
会
で
し
た
。

　
　
　
　

全
日
制
教
頭　
　

本
郷
幸
博

初
代
学
校
長　

宮
本
右
次
先
生

台
湾
の
苗
栗
高
校
生
が
来
訪

初
代
校
長
は
金
井
勝
先
生
（
９
期
）

上田高校NOW

　

90
年
前
、
宮
本
校
長
の
薫
陶
を
受
け

た
者
た
ち
が
、
そ
の
徳
を
慕
い
贈
っ
た

肖
像
画
が
再
び
母
校
に
戻
っ
て
く
る
。

こ
の
出
来
事
に
、
私
は
同
じ
教
育
に
携

わ
る
も
の
と
し
て
、
あ
る
種
の
感
慨
を

禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
、
肖
像

画
は
学
校
で
保
管
し
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
は
生
徒
の
目
に
触
れ
る
場
所
に
飾

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

全
日
制
教
頭　
　

本
郷
幸
博
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旧
上
田
市
の
市
街
は
短
銃
（
ピ
ス
ト
ル
）
の

形
に
似
て
い
た
。
銃
口
は
西
の
方
、塩
尻
、坂
城
、

長
野
方
面
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
北
国
街
道
で

あ
る
。
北
国
街
道
か
ら
タ
バ
コ
屋
さ
ん
の
角
で

直
角
に
曲
が
っ
て
南
に
向
か
う
の
が
北
向
観
音

道
。
昔
は
古
舟
橋
で
千
曲
川
を
渡
っ
た
と
い
う

が
、
こ
の
橋
は
長
い
間
、
な
く
な
っ
て
い
た
。

　

坂
上
か
ら
段
丘
を
下
る
と
坂
下
。
坂
の
横
、

段
丘
の
上
に
あ
る
の
が
、
芳
泉
寺
。
上
田
城
主
、

真
田
、仙
石
、松
平
の
菩
提
寺
で
あ
っ
た
と
い
う
。

信
之
の
正
室
、
小
松
姫
の
墓
が
あ
る
が
、
本
体

は
松
代
に
移
さ
れ
た
は
ず
だ
か
ら
、
現
在
残
っ

て
い
る
の
は
、
抜
け
殻
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

仙
石
家
の
藩
主
の
墓
が
二
つ
。
松
平
の
墓
の
こ

と
は
聞
か
な
い
。

　

芳
泉
寺
の
境
内
で
草
野
球
を
し
て
遊
ん
だ
。

道
祖
神
の
石
碑
や
天
神
さ
ま
の
小
さ
な
祠
が

あ
っ
た
。
現
住
職
の
柳な
ぎ
ら楽
真
純
さ
ん
が
境
内
の

大
改
造
を
や
っ
て
、
豪
華
絢
爛
（
？
）
た
る
野

外
博
物
館
に
し
た
の
で
、
も
う
草
野
球
を
や
る

余
地
は
な
い
。
道
祖
神
や
天
神
さ
ま
も
整
理
の

対
象
と
な
り
、
消
え
た
か
と
思
っ
た
が
、
境
内

の
ど
こ
か
に
移
さ
れ
て
ひ
っ
そ
り
た
た
ず
ん
で

い
る
ら
し
い
。

　

柳
楽
さ
ん
は
庭
を
八
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て

い
る
。
八
正
道
か
ら
八
を
採
っ
た
も
の
ら
し
い
。

ビ
ル
マ
戦
線
に
い
た
こ
と
が
あ
る
と
か
で
、
戦

没
者
を
慰
め
る
一
画
が
あ
る
の
は
特
徴
と
い
う

べ
き
だ
ろ
う
か
。

　

坂
（
保
福
寺
坂
）
の
芳
泉
寺
側
石
垣
に
ツ
メ

レ
ン
ゲ
が
生
え
て
い
る
。
こ
れ
は
乾
燥
地
の
植

物
だ
。
上
田
は
年
間
雨
量
が
８
０
０
㍉
程
度
で
、

瀬
戸
内
海
と
な
ら
ぶ
少
雨
地
方
で
あ
り
、
そ
れ

が
養
蚕
、
蚕
種
製
造
に
有
利
で
あ
っ
た
と
い
う
。

中
国
の
西
安
に
行
っ
た
時
、
ツ
メ
レ
ン
ゲ
を
見

か
け
た
。
農
家
の
門
の
瓦
の
上
、
清
代
の
食
料

倉
庫
の
屋
上
、
そ
れ
に
大
雁
塔
の
屋
根
の
上
な

ど
で
あ
る
。

　

関
東
付
近
の
浄
土
宗
の
寺
を
見
る
と
、
徳
本

上
人
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
や
呑
ど
ん
り
ゅ
う龍

上
人
の
幼
児

教
育
の
伝
統
を
継
ぐ
寺
経
営
の
幼
稚
園
、
保
育

園
が
目
立
つ
。

　

芳
泉
寺
に
も
呑
龍
さ
ん
の
お
堂
が
あ
っ
た
が
、

整
理
さ
れ
た
。
幼
稚
園
（
歓
喜
園
）
が
広
げ
ら

れ
た
。
私
は
４
、５
歳
の
こ
ろ
、「
幼
稚
園
に
行

く
か
い
」と
母
に
聞
か
れ
て「
行
か
な
い
」と
断
っ

た
。
す
ぐ
上
の
兄
の
様
子
を
見
て
、
お
遊
戯
で

遊
ん
で
ば
か
り
い
て
、
何
の
役
に
立
つ
の
か
と

思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
お
か
げ
で
、
社
交
性
に

少
し
欠
け
る
性
格
が
形
成
さ
れ
た
。

　

散
歩
で
寺
を
訪
ね
る
と
、
管
理
の
厳
し
い
寺

と
ゆ
る
い
寺
の
差
が
大
き
い
こ
と
に
気
づ
く
。

四
谷
近
く
の
寺
に
行
っ
た
時
の
こ
と
、
門
に
赤

外
線
セ
ン
サ
ー
が
仕
掛
け
ら
れ
て
い
て
、
中
か

ら
大
黒
さ
ん
（
住
職
の
奥
さ
ん
）
が
飛
び
出
し

て
き
た
。「
何
か
ご
用
で
す
か
」「
少
し
見
せ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
て
」「
寺
は
見
る
と

こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
な
る
ほ
ど
、
一
理
も

二
理
も
あ
る
言
い
分
で
あ
る
。
す
ご
す
ご
と
引

き
返
し
た
が
、
反
発
も
感
じ
た
。
寺
は
名
義
上
、

住
職
の
所
有
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

多
数
の
人
の
寄
付
の
上
に
あ
る
公
共
財
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
少
し
く
ら
い
見
せ
て
も
減
る
も

の
で
も
あ
る
ま
い
。
も
っ
と
も
寺
は
言
う
だ
ろ

う
、
不
心
得
者
が
い
て
、
器
物
破
損
で
迷
惑
す

る
の
だ
と
。
で
も
寛
大
、
寛
容
を
説
く
宗
教
が

狭
量
に
陥
る
の
は
感
心
し
な
い
。
そ
う
言
え
ば
、

神
社
は
さ
ほ
ど
進
入
制
限
を
し
て
い
な
い
。
神

主
さ
ん
も
常
駐
す
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
所
有

権
が
個
人
名
義
に
な
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

芳
泉
寺
の
お
っ
し
ゃ
ん
も
も
う
高
齢
だ
。
跡

継
ぎ
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
探
す
の
に
苦

労
し
て
い
る
ら
し
い
。

訃報 心よりお悔やみ申し上げます。

エ
ッ
セ
ー

芳
泉
寺

濱
村　

邦
夫
（
56
期
）

30 期　若林健夫　2006 年 11 月 12 日

31 期　山口宗吉　2008 年７月 27 日

33 期　竹内　重　2010 年 10 月 28 日

35 期　神津勝時　2005 年 2 月 26 日

35 期　関　輝雄　2009 年 12 月

40 期　今井甲子雄   2010 年 2 月 26 日

40 期　小出　等　2009 年 2 月３日

41 期　母袋信吾　2008 年５月

41 期　山崎千里　2007 年 10 月５日

42 期   山邊賢四郎   2007 年 12 月 29 日

44-5 期 生駒　進 2010 年 2 月 23 日

44-5 期 中島和夫 2009 年 12 月 24 日

47 期　宮原俊雄 2010 年５月７日

53 期　尾澤正毅 2010 年３月 17 日

56 期　山浦敏照 2009 年６月 18 日

57 期　坂口武久 2010 年３月 26 日

57 期　松田光一 2010 年１月９日

59 期　小山一夫 2007 年

59 期　橋詰五十夫   2010 年４月 10 日

60 期　坂口悠喬 2008 年 11 月 10 日

62 期　倉島真彦　2008 年

63 期　掛川安道 2010 年４月 11 日

63 期　堀部　晟 2008 年６月 29 日

64 期　土屋治男　2006 年 12 月 25 日

66 期　磯川周治     2010 年９月

70 期　川端清邦　2009 年７月

103 期　塩澤陽香　2010 ４月６日
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第
49
回
総
会
へ
の

出
欠
は
が
き
よ
り

期 会員氏名 寄付額 期 会員氏名 寄付額 期 会員氏名 寄付額 期 会員氏名 寄付額
38 峯村秀男 10,000 60 白井　透 23,000 63 松山　久 2,000 72 長坂武見 4,000
44-4 滝沢源平 2,000 60 鷹野芳機 8,000 63 若林英也 1,000 72 渡邉温子 8,000
47 上原　亨 6,000 60 竹倉征祠 2,000 63 渡辺節男 1,000 78 諸山　司 2,000
47 三浦嘉治 3,000 60 羽毛田　信 1,000 64 清水淳郎 2,000 78 吉岡雅子 2,000
48 土屋侃司 2,000 60 日置勇二 50,000 64 藤巻禮子 5,000 78 渡邊　博 4,000
49 荻原　賢 18,000 60 久田英保 1,000 65 上原　昇 17,000 79 荻原　貴 2,000
49 小澤泰衛 2,000 61 笠井徳爾 8,000 65 小島幸一 2,000 81 小池　徹 2,000
49 風間　充 1,000 61 滝澤　進 1,000 65 小宮山　豊 2,000 83 榎本かおる 1,000
50 石井敬二 1,000 61 西澤正捷 2,000 65 小山雅堂 2,000 83 竹内延彦 2,000
50 井出藤壽 4,000 62 浅井保雄 2,000 65 丸山暢久 1,000 84 宮澤泰正 31,000
50 山辺文雄 1,000 62 栗山正雄 9,000 66 小林周一 1,000 90 山本　哲 1,000
50 吉村洋一 10,000 62 高梨奉男 2,000 66 清水通男 4,000 99 矢島好太郎 1,000
54 土屋勝俊 1,000 62 中山君平 1,000 67 堤　　達 2,000 102 小林栄一 1,000
55 緑川　浩 26,000 62 松井由美 2,000 68 碓田　茂 8,000 102 富岡航一郎 1,000
56 鷹野致和 1,000 62 真山隆夫 3,000 68 尾台孝男 2,000 108 大澤慎太郎 2,000
56 成田邦夫 4,000 62 諸岡健児 2,000 68 小林　誠 4,000 108 櫻井義彦 1,000
58 寺島知惠子 4,000 63 上条和祥 2,000 68 土屋耕太郎 4,000
58 寺島紘士 4,000 63 川村恭司 2,000 68 丸山洋一 2,000 総会実行委員有志 857
58 山邉光一 1,000 63 小林諒一 4,000 69 池田有美子 1,000 幹事会有志 1,847
59 清水侯博 1,000 63 関田正幸 2,000 69 倉沢　裕 1,000 幹部有志 1,878
60 大橋邦夫 4,000 63 田中　稔 4,000 71 杉崎経雄 30,000
60 沓掛行徳 2,000 63 藤川　昇 2,000 72 青沼　泉 2,000 合計 428,082
60 児玉八十三 15,500 63 保屋野美智子 4,000 72 関　雄二 2,000

期 氏　名 金　額
59 大日方勝利 10,000
60 山岸文明 10,000
63 塩沢清文 10,000
63 田中　正 10,000
63 西沢文昭 10,000
63 若林英也 10,000
72 渡邉温子 10,000
108 大澤慎太郎 10,000

36
期　

小
川
太
郎

　

毎
月
25
日
、
上
田
で
３
６
会
有
志
の
夕

食
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
齢
90
歳
を
す
ぎ

て
、
６
、７
人
の
会
合
で
す
。

40
期　

児
玉
安
彦

　

前
便
で
40
期
生
が
偶
数
月
14
日
に
集

ま
っ
て
い
る
場
所
は
渋
谷
文
化
会
館
９
階

と
書
き
ま
し
た
が
、
渋
谷
駅
西
側
の
「
渋

谷
東
急
プ
ラ
ザ
」
９
階
の
「
い
ら
か
」
の

誤
り
で
し
た
。

44
・
５
期　

星
野
賢
造　

　

テ
ニ
ス
三
昧
。
２
０
０
９
年
度
の
80
歳

以
上
関
東
オ
ー
プ
ン
の
ダ
ブ
ル
ス
で
優

勝
。
全
日
本
３
位
。

51
期　

中
島　

宏　

　

上
海
万
博
を
見
る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。
上
海
の
す
さ
ま
じ
い
発
展
の
勢
い

を
感
ず
る
一
方
、
他
地
域
と
の
格
差
拡
大

に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

51
期　

浅
野
井　

哲

　

16
年
間
の
日
本
万
歩
ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
活
動
を
３
月
末
で
卒
業

し
ま
し
た
。

51
期　

黒
川
嘉
郎

　

５
月
の
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
ボ
ー
ト
で

３
種
目
に
出
漕
。
幸
い
、
１
種
目
で
優
勝
、

他
は
苦
戦
の
末
２
着
。

53
期　

塚
田　

靖

　

窪
田
君
の
大
先
輩
で
す
（
打
楽
器
）。

現
在
で
も
若
者
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
活
動
を

し
、
最
近
Ｃ
Ｄ
も
作
り
ま
し
た
。

53
期　

柳
澤
浩
二

　

５
月
24
日
、
53
期
８
組
の
同
級
会
を
千

葉
は
勝
浦
で
開
き
ま
し
た
。
旧
友
40
人
中

16
人
が
参
加
。
長
い
交
わ
り
に
し
た
い
も

の
で
す
。

54
期　

倉
島　

彰　

　

西
東
京
市
の
社
会
人
男
声
合
唱
団
の
責

任
者
を
し
て
い
ま
す
が
、
40
人
の
団
員
の

中
、
４
人
が
上
田
高
校
Ｏ
Ｂ
で
す

54
期　

藤
村
延
魚　

　

上
田
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の
顧

問
を
拝
命
致
し
て
お
り
ま
す
。
上
田
の
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
「
真
田
幸

村
男
の
美
学
」
と
言
う
歌
を
作
詞
・
作
曲

し
ま
し
た
。

55
期　

宮
島
光
男

　

55
期
の
仲
間
は
毎
月
第
３
水
曜
夜
、
新

宿
駅
東
口
中
央
口
か
ら
徒
歩
５
分
の
居
酒

屋
「
千
草
」
で
「
三
水
会
」
を
し
て
い
ま

す
。「
東
京
上
田
会
」
は
ふ
る
さ
と
の
発

展
を
願
い
、
市
民
と
の
交
流
や
観
光
施
策

の
提
言
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
「
真

田
幸
村
」
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
放
映

実
現
へ
署
名
運
動
を
。
連
絡
先
：e-m

ail  

uedakai@
titan.ocn.ne.jp　

Ｕ
Ｒ
Ｌ
「
東

京
上
田
会
」
で
検
索
を
。

60
期　

黒
澤
博
身

　

東
京
駅
に
隣
接
す
る
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
７

Ｆ
（
八
重
洲
口
）
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
「
榊
原

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
で
診
察
し

て
い
ま
す
。

60
期　

今
井
勇
雄

　

５
月
16
日
に
戸
倉
上
山
田
温
泉
ホ
テ
ル
清
風
園

で
開
催
さ
れ
た
60
期
同
期
会
「
青
春
回
帰
の
会
」

に
出
席
し
、
90
人
近
い
諸
兄
と
旧
交
を
温
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

62
期　

諸
岡
健
児　

　

62
期
は
地
元
上
田
に
て
ゴ
ル
フ
会
の
あ
と
「
前

期
高
齢
者
就
任
祝
賀
会
」
を
開
催
。
約
40
人
が
出

席
し
、
盛
会
で
し
た
。

63
期　

山
浦
善
樹　

　

法
科
大
学
院
教
授
（
筑
波
大
学
）
を
定
年
退
職

し
ま
し
た
。
司
法
試
験
委
員
、司
法
研
修
所
教
官
、

民
事
訴
訟
法
学
会
理
事
な
ど
法
曹
養
成
教
育
も
こ

れ
で
ひ
と
区
切
り
で
す
。

65
期　

滝
川
幸
子

　

定
年
退
職
後
、
図
書
館
嘱
託
職
員
と
し
て
、
新

設
の
「
子
ど
も
読
書
推
進
セ
ン
タ
ー
」
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
。

69
期　

関　

和
義

　

４
月
か
ら
東
京
女
子
大
学
の
事
務
局
に
勤
め
て

い
ま
す
。

71
期　

高
木　

繁

　

勤
務
し
て
い
た
経
済
産
業
省
か
ら
官
民
人
材
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
（
株
）
に
出
向

し
ま
し
た
。
も
う
霞
が
関
に
戻
る
こ
と
は
な
い
と

思
う
と
感
無
量
で
す
。

73
期　

宮
澤　

誠

　

桐
生
市
で
整
形
外
科
診
療
所
を
開
業
し
、
10
年

に
な
り
ま
し
た
。

80
期　

小
宮
千
佳
子

　

娘
が
高
校
生
に
な
り
、
自
分
の
高
校
生
時
代
を

な
つ
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
で
も
新
入
生

の
女
子
が
男
子
よ
り
多
い
！
な
ん
て
ビ
ッ
ク
リ
す

る
と
共
に
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

96
期　

林　

啓
太

　

中
日
新
聞
・
東
京
新
聞
の
富
士
通

信
部
で
記
者
を
し
て
い
ま
す
。

103
期　

田
中
真
理
子

　

４
月
か
ら
上
田
郵
便
局
勤
務
と
な

り
ま
し
た
。
大
好
き
な
上
田
で
働
け

て
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

（2010 年４月１日～９月 30 日）
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　2010 年６月 13 日。小惑星探査機「は

やぶさ」が７年間にわたる宇宙の旅を終

えて地球に帰還したニュースは、不況下

で憂
ゆううつ

鬱になっていた日本人に大きな感動

を与えた。

　地球と小惑星「イトカワ」を往復した

距離は約 60 億キロ。多くのトラブルに

見舞われ、一時は通信が途絶えた「はや

ぶさ」の帰還は、まさに奇跡としか言い

ようがない。探査機が惑星に着陸して地

球に戻って来たのは、世界初の快挙だ。

　「はやぶさ」の成功に大きく貢献した

のが「イオンエンジン」。堀内康男さん

（46）は、その開発に最初から携わって

きた。開発チームを率いた JAXA 宇宙科

学研究所の國中均教授は、東大大学院時

代の４年先輩で、ずっと仕事を共にして

きた。長期間の宇宙航海には、燃費の良

いエンジンが不可欠。何度も改良を加え、

完成までに 15 年もかかった。

　だから、満身創
そ う い

痍の「はやぶさ」が帰

還した時は、さぞ感激したに違いない。

そう思って当時の心境を尋ねると、意外

な答えが返ってきた。

　「最後のイオンエンジン噴射が終わっ

た時は、寂しかったですね。それまで、

トラブルで何度も呼び出され、苦労して

きたが、もうそれがなくなると思うと、

急に寂しくなりました」

　高校時代は、宇宙に特別の関心はな

かった。英語班に所属し、松尾祭で上演

したシュークスピアの英語劇では、ハム

レットの親友ホレイショーを演じた。こ

のとき英語班で一緒だったのが、

今の奥さんの和子さん（旧姓荻

原）。卒業後、京大工学部を経て

東大大学院航空工学科に進んだ理

由の１つは「彼女が東京にいたか

ら（笑）」だという。

　大学院時代と就職先のＮＥＣで

は、マイクロ波放電式のイオンエ

ンジンの開発に熱中。イオンエン

ジンとは、簡単にいうと、放電容

器にキセノンガスを入れてプラズマ化

（イオン化）し、電圧をかけてイオンを

引きつけ噴射する装置。

　「試作と実験を何度も繰り返しました。

一番難しかったのはイオン生成の効率を

よくすること。最終的には、強力な磁場

を作り、磁場とマイクロ波との『共鳴現

象』を使ってプラズマを作ることに成功

しました」

　ところが、帰還まであと７カ月に迫っ

た時、「はやぶさ」の４つのエンジンは

すべて停止してしまった。「絶体絶命。

もはやこれまでか」と思われた時、運用

チームがひねり出した最後の一手は「ク

ロス運転」だった。停止したエンジン同

士をつなげて１つのエンジンとして稼働

させるという想定外の方法。そして、そ

れは見事に成功し、「はやぶさ」は積算

作動時間４万時間の世界記録を達成し

た。

人

う だえ 「はやぶさ」のイオンエンジンを開発　　堀内康男氏（81 期）

　実は堀内さんは「はやぶさ」打ち上げ

の前に、ＡからＤまでの４つのエンジン

にこっそりと夫妻と２人の子どもの名前

を付けていた。最後にＡ（本人）とＢ（妻）

のクロス運転で夫婦が１つになったこと

になる。

　現在はＮＥＣの宇宙事業開発戦略室シ

ニアマネージャーとして、イオンエンジ

ンを海外に売り込む仕事などを担当。日

本の技術には米航空宇宙局（ＮＡＳＡ）

も興味を持っているという。「このビジ

ネスの最大の目的は、技術を国内に残す

こと。日本だけだと、『はやぶさ』のよ

うなミッションは 15 年に１回ぐらい。

イオンエンジンは作り続けないと人も技

術も維持できない。その隙間を外国の

ミッションで埋めようという発想です」。

「はやぶさ」のミッションが終わっても、

イオンエンジンとの縁は当分、切れそう

にない。

地球に向かう「はやぶさ」　（池下章裕氏提供）

　関東同窓会報「うえだ」の全号が、

やっとそろいました。相談役の柳澤

廣氏（44-5 期）が欠番となっていた

３、５、７号を提供してくれました。

　同窓会報が創刊されたのは 1969

年。当時の島田次郎副支部長（21 期）

は発刊の辞で「会員の待望久しかっ

た会報『うえだ』が、ここに発刊を

見るに到ったことは、まことに御同

慶の至りと存じます」と述べている。

それから 40 年余、会報は回を重ね、

今号で 81 号に至りました。

　全号がそろったのを機に、今まで

の会報を全て納めた CD の制作を検

討しています。主要記事のインデッ

クス、会の歴史など付加情報も加え、

50 回目を迎える本年７月の総会を記

念する CD にしたいと考えています。

同窓会報全号そろう　 CD 化を検討中


